
鳥取森林管理署 現地検討会
（真山国有林）

令和７年５月８日



元分収育林契約地（水源涵養保安林（皆伐後２年以内に植栽））

令和４年度 立木販売により皆伐を実施

事業名：真山国有林森林整備事業（造林）

事業箇所：鳥取県東伯郡三朝町 真山国有林702い、703い林小班

作業種
地拵：4.83ha
植付：4.83ha（スギ4.67ha 10,340本、ヒノキ0.16ha 480本）
単木保護：0.67ha
防護柵：1.70km(ステンレス入りネット1.30km,アニマルネット0.40km)

事業期間：令和6年4月23日～令和6年11月29日

1 事業概要
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現地検討会会場

作業道

事業名：真山国有林森林整備事業（造林）

場所：鳥取県東伯郡三朝町
真山国有林702い、703い林小班
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2 位置図
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３ 技術開発課題位置図
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３ 技術開発課題
スギエリートツリーの成長の実証と下刈省略試験
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※植栽本数は、ha当たりの植栽本数と試験区の面積から算出しているが、端数処理の関係で多少の増減あり。
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機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ ３ ５ 10 20 30年） ○○限り

１．開発箇所：鳥取県東伯郡三朝町 真山国有林 702い、703い林小班 1.12ha

２．開発期間：令和６年度～令和１１年度（2024年度～2029年度）

３．目 的：スギのエリートツリーと普通苗（第１世代精英樹）の成長比較を行うとともに、成長に応
じた下刈の実施により下刈回数の削減、下刈時期の弾力化の可能性を検討する。

４．地 況：傾斜：中 地質：花崗岩 土壌：BD 方位：西 標高：700～750m

５．開発方法：
林木育種センター関西育種場から提供されるエリートツリーと民間事業者（認定特定増殖事業者）から

購入するエリートツリー及び第１世代精英樹を植栽し、無下刈区、夏刈区、冬刈区を設け、毎年秋に、樹
高、根元径、生存率を調査し比較分析等を行う。

３ 技術開発課題
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機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ ３ ５ 10 20 30年） ○○限り

① 植栽木の右横に番号札を付けた竹杭を設置。ナンバーは、谷側から尾根
を向いて、左下から右側へ（例：番号配置図参照）

② 根元径を測定（mm単位）
③ 各苗木の苗長（cm単位。斜面上部の根際から先端まで）
④ 植栽後ドローンで撮影し、オルソ画像を作成
⑤ 雑草木の状況等（種類、高さなど）

〇各種調査手順（植栽後）

苗木集積場
2.2m

2.2m

尾根

谷側
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

※植栽本数2,100本/ｈａ植栽間隔2.2ｍ×2.2m（水平距離）

例：番号配置図

植栽木の右横に番号札を設置

３ 技術開発課題
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〇植栽後翌年の夏の調査について

① Ｃ区分判定により、何年時に下刈りが終了

するか判定する。

② 植栽木と下層植生の繁茂の状況調査、主な

下層植生の種類と高さの測定、比較写真の撮

影。

〇秋の調査について

① 根元径を測定（計測箇所の位置をペイント

マーカーで印付け）

② 苗長測定（斜面上部の根際から先端まで）

③ 活着調査

④ 地上からの定点写真、上空からドローンで撮影

し、オルソ画像を作成

３ 技術開発課題
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８

４ 森林総合研究所 林木育種センター 関西育種場の試験地位置図

育種場①

育種場②

育種場④

育種場⑤



機密性○情報 （保存期間 ： １年未満 １ ３ ５ 10 20 30年） ○○限り関西育種場試験地：地域差検定林 西近中局13号（別称:スギ広域産地真山試験地）の概要

９

４ 森林総合研究所 林木育種センター 関西育種場の試験地



４ 関西育種場の地域差検定林（スギ広域産地真山試験地）
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４ 森林総合研究所 林木育種センター 関西育種場の試験地



５ シカ防護柵
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５ シカ防護柵
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【標準図】

4.0m以内

立木括り付けロー

プ上（8mm）

1.8m以上

0.45m

立木括り付け

ロープ中（4mm）

上張りロープ

（8mm）

支柱

支柱控えロープ
（6mm）

下張りロープ
（8mm）

スカートネット

支柱控えアンカー

プラアンカー

0.9m

4.0m以内

下部ロープは、根株

周辺に又釘で固定
1.0m

立木利用イメージ図

５ シカ防護柵
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５ シカ防護柵

アニマルネット標準図
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株式会社GCJホームページ
から引用

６ 単木保護



1

令和６年１０月施工 立木利用



2

令和６年１０月施工 アニマルネット
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令和６年１０月施工 全景
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令和７年４月 融雪後
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令和７年４月 融雪後
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令和７年４月 融雪後
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令和７年４月 融雪後
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令和７年４月 融雪後



9

令和７年４月 融雪後
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令和７年４月 融雪後



11

令和７年４月 融雪後 応急措置
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令和７年４月 融雪後 応急措置
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令和７年４月 融雪後 応急措置
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令和７年４月 融雪後 補修


